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2023 年 12 月 15 日 

 

武庫川女子大学短期大学部の足跡 

 

武庫川女子大学短期大学部は武庫川女子大学が新制大学として開学した翌1950年に武庫川

学院女子短期大学として開学しました。1951 年までに開設した国文科、英文科、教育科、

家政科はいずれも昼間開講の 1 部と、夜間開講の２部を同時開設。働きながら、小中学校教

員免許をはじめ、複数の資格・免許を取得できるとあって、開設当初は 2 部に人気が集中し

ました。戦争の影響で初等教育の現場で免許を持たないまま教壇に立っていた教員が多く、

戦後、この人たちに正式な資格を取得させ、教育の質を挙げることが求められていました。

本学がこうした社会のニーズにいち早く応えて働きながら学べる環境を提供した功績は多

大です。若者が「金の卵」と呼ばれた高度経済成長期には、アメリカ統治下にあった沖縄か

らパスポートを携えて進学する学生もいました。短大への通学を条件に沖縄で求人し、寮や

送迎バスまで手配して学業をサポートする企業が現れ、本学と沖縄の縁をつなぎました。 

 

多くの女子大学と同じく、武庫川学院でも長く、教育のメインステージは短大にありました。

短大のけん引力により武庫川学院は発展を続け、1962（昭和 37）年には他の女子大学に先

駆けて大学に薬学部を開設して総合大学としての基盤を固めました。本学の創設者である

公江喜市郎は日本私立短期大学協会会長を、2 代目学院長の日下晃も日本私立短期大学協会

副会長を務め、いずれも短期大学の振興に献身しました。 

 

時代の流れとともに短大 2 部は閉学し、短期大学部は 1987（昭和 62）年以降、7 学科体制

で推移。2014（平成 26）年から現在の日本語文化学科、英語キャリア・コミュニケーショ

ン学科、幼児教育学科、心理・人間関係学科、健康・スポーツ学科、食生活学科、生活造形

学科となりました。 

 

短大併設の大学の多くが大短それぞれで学舎を持ち、教員を配置する中で武庫川学院は大

学と短大が同じキャンパス、同じ施設を使用し、授業も大学と同じ教員が担当しています。

共通教育科目では大学生と短大生が同じ教室でともに学び、クラブやボランティア、学生の

自治組織である学友会でも区別なく活動しています。こうした連携が学生の一体感を生み、

編入学した場合も慣れ親しんだ環境で学びを継続できるメリットになっていました。また、

就職活動においても、短大専属のキャリアカウンセラーが 1 年生から一人ひとりに寄り添

い、内定まで伴走する手厚いサポート体制で、高い就職率を誇ってきました。 

 

近年、女性の進学志向が短大から 4 年制大学に移行する中で、より分かりやすい学科名へ

の変更やキャリア支援の充実、4 年制大学または武庫川女子大学への編入の推奨などで魅力
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を伝えてきましたが、1986（昭和 61)年をピークに短大の入学者は徐々に減少。少子化の影

響もあり、大幅な巻き返しが見込めない状況が続いていました。 

 

こうした状況を踏まえ、武庫川学院では短大の学びの特色やニーズを大学に発展的に継承

すべく、大学教育のさらなる充実を図ってきました。大学は 2010 年度まで文学部、生活環

境学部、音楽学部、薬学部の 4 学部体制でしたが、2011 年度、健康・スポーツ科学部を開

設、2015 年度に看護学部、2019 年度に教育学部、2020 年度には食物栄養科学部、建築学

部、経営学部、2023 年度は心理・社会福祉学部、社会情報学部を開設。2024 年度には文学

部に歴史文化学科が開設して 12 学部 20 学科となります。さらに 2025 年 4 月開設を目指

し、環境共生学部（仮称）を設置構想中で、実現すれば 13 学部 21 学科となります。 

 

一方、2020 年から猛威を振るった新型コロナウイルスの影響で、短大の志願者減は決定的

になりました。このため短期大学部全 7 学科のうち、2023 年度に心理・人間関係学科、健

康・スポーツ学科の学生募集を停止、さらに日本語文化学科、英語キャリア・コミュニケー

ション学科の 2024 年度の学生募集停止を決定し、大学教育への統合を進めてきました。残

る幼児教育学科、食生活学科、生活造形学科についても志願者の減少が止まらないことから、

2025 年度以降の学生募集を停止する決断に至りました。これをもって本学短期大学部の新

たな学生は 2024 年 4 月入学者が最後となります。 

 

武庫川女子大学では従来の「武庫女教育」を新たな時代に最適なパラダイムにシフトするた

め、2022 度から教育、研究、キャリアすべてにわたる前例のない改革「新しい武庫女教育」

に取り組んでおり、更なる教育改革、新学部・新学科構想で教育・研究の強化を図っていま

す。短大が築いた輝かしい歴史は大学に継承され、これからも武庫川学院の DNA に刻まれ

ていきます。 
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 短大家政科の授業の様子(1960 年ごろ) 

 

 

 

短大二部の授業の様子 

 


